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　都市の気候変動対策では、市街地の脱炭素化と増大する災害・健康リス
クへの対策の視点から、マクロ視点での都市全体の構造再編とミクロ視点
での地区の持続的再生を行うことが必要です。
　特に「都市」の脱炭素化に向けては、一般の既成市街地での取組みにつ
いて方法論を発展させるべきです。人口減少や脱炭素化を理由にむやみに
市街地をコンパクト化すると、人がいなくなったエリアの土地管理に困難
が生じ、郊外の衰退を招きかねません。都市でも田園でもない、何とも形容
しがたいエリアが地域に偏在する実態を受け入れ、都市全体の計画におい
ては、公共施設の配置と都市全域に広がるインフラシステムの構造・関係
性を読み解き、多面的に整合の取れる都市構造を描くべきです。
　地区の持続的再生では、グリーンインフラの導入や、自動車に頼らずに生
活できる街路空間の構築を通じ、脱炭素化を進めるとともに街を活性化さ
せる仕掛けが必要です。米国ポートランドの既成市街地再生・環境性能向
上の経験を、他の地域に伝えるために開発されたエコディストリクト(Eco 
Districts)のように、地区の環境性能の改善のみならず、地区関係者のエン
パワーメントや生活の質向上など、多方面へのアプローチができる枠組み
が参考となります。このように小さな単位で実験的に取組みを進めるタク
ティカル・アーバニズム(Tactical Urbanism)のような柔軟な手法を取り入れ
ることが有効で、段階的で実践的なアプローチを通じて、気候変動時代に
適応した持続可能なまちづくりを実現していくことが重要です。
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エコディストリクト(Eco Districts)の枠組みに見られる分野包括性
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